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唐
宋
伝
奇
か
ら
元
雑
劇
に
み
る
妓
女
像
の
変
化

福　

永　

美　

佳

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

妓
女
と
の
交
流
の
様
子
は
各
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
詩
詞
、
戯
曲
、
小
説
な
ど
多
数
伝
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
木
康
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
個
別
に
検
討
さ

れ
る
ば
か
り
で
遊
里
と
い
う
場
全
体
か
ら
み
れ
ば
断
片
的
な

も
の
で
あ
り
、
中
国
文
学
史
に
お
け
る
遊
里
文
学
の
全
体
像

を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
　　

話
を
も
と
に
戻
せ
ば
、
妓
女
に
人
格
を
認
め
よ
う
と

し
た
文
学
作
品
は
、
実
は
必
ず
し
も
こ
の
「
三
言
」
が

最
初
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
古
く
、
唐
代
伝
奇
の
「
李

娃
伝
」は
、金
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
で
、…
…（
中
略
）

　

唐
代
伝
奇
以
外
に
も
、
元
の
雑
劇
「
救
風
塵
」
や
「
販

茶
船
」
な
ど
は
、
士
人
と
の
愛
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る

妓
女
が
登
場
し
、
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
最
後
に
出
世

し
た
男
と
結
ば
れ
る
話
、
と
し
て
要
約
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
ら
も
同
一
系
列
の
作
品
と
見
做
す
こ
と
が
で

き
る
。「
李
娃
伝
」
や
元
雑
劇
な
ど
に
あ
っ
て
は
、
最
後

に
男
が
科
挙
に
合
格
す
る
と
い
う
、
人
生
最
大
の
切
り

札
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
ど
ん
な
女
と
結
婚
し
て
も
、

出
世
す
れ
ば
結
果
は
同
じ
、
と
い
う
見
方
に
立
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
が
、「
三
言
」
の
杜
十
娘
や
売

油
郎
の
よ
う
に
、
悲
劇
、
も
し
く
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド

に
し
て
も
官
僚
な
ど
に
な
ら
な
い
終
り
方
を
し
て
い
る

も
の
に
比
べ
て
、
安
易
と
い
え
ば
安
易
に
ち
が
い
な
い

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
妓
女
を
描
い
た
作
品
に
お
い
て
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
伝
統
的
な
文
学
観
か
ら
は
、
俗

文
学
と
し
て
貶
め
ら
れ
て
来
た
、
小
説
や
戯
曲
の
方
に
、

む
し
ろ
妓
女
の
人
格
を
認
め
、
愛
を
貫
き
通
そ
う
と
す

る
姿
を
描
い
た
作
品
が
多
く
あ
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ

て
よ
い
だ
ろ
う
１
。
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大
木
氏
は
、
通
俗
文
芸
に
お
い
て
「
妓
女
の
人
格
を
認
め
、

愛
を
貫
き
通
そ
う
と
す
る
姿
を
描
い
た
作
品
が
多
く
あ
る
」

こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
唐
代
伝
奇
か
ら
続
く
こ
の

流
れ
の
中
に
元
雑
劇
が
あ
り
、
明
代
の
短
編
白
話
小
説
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
系
譜
の
存
在
に
つ
い
て
賛
同
し

つ
つ
も
、
妓
女
像
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
み

た
い
。

　
　
　
　

二　

唐
宋
伝
奇
に
お
い
て

　

唐
代
で
は
、
伝
奇
の
流
行
と
と
も
に
、
散
文
体
に
よ
っ
て

恋
愛
や
夫
婦
間
の
愛
情
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
太
平
広

記
』
巻
四
八
四
、
雑
伝
記
一
に
収
め
ら
れ
る
白
行
簡
（
七
七
六

‐
八
二
六
）
の
「
李
娃
伝
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
科
挙
を
受
験
す
る
た
め
に
上
京
し
た
名
家
出
身
の

青
年
が
、
一
旦
は
長
安
の
美
妓
李
娃
の
色
香
に
迷
い
、
金
を

巻
き
上
げ
ら
れ
た
揚
句
、
物
乞
い
に
身
を
落
と
す
が
、
そ
の

後
改
心
し
た
李
娃
の
献
身
的
な
支
え
に
よ
っ
て
立
ち
直
り
、

官
職
を
得
る
話
で
あ
る
。
最
終
的
に
李
娃
は
男
の
出
世
に
貢

献
し
た
こ
と
で
妻
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
る
が
、
そ
の
前
に

男
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
話
を
す
る
。

將
之
官
、
娃
謂
生
曰
、
今
之
復
子
本
軀
、
某
不
相
負
也
。

願
以
殘
年
、
歸
養
老
姥
。
君
當
結
媛
鼎
族
、
以
奉
蒸
嘗
。

中
外
婚
媾
、
無
自
黷
也
。
勉
思
自
愛
。
某
從
此
去
矣
。

生
泣
曰
、
子
若
棄
我
、
當
自
頸
以
就
死
。
娃
固
辭
不
從
。

将
に
官
に
之
か
ん
と
し
て
、
娃
生
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
今

之
れ
子
を
本
軀
に
復
す
、
某
は
相
負
か
ざ
る
な
り
。
願

わ
く
は
残
年
を
以
て
、
老
姥
を
帰
養
せ
ん
。
君
当
に
媛

に
鼎
族
に
結
び
、以
て
蒸
嘗
に
奉
ず
べ
し
。
中
外
の
婚
媾
、

自
ら
黷
す
こ
と
無
か
れ
。
勉
思
自
愛
せ
よ
。
某
此
従
り

去
ら
ん
」と
。
生
泣
き
て
曰
く
、「
子
若
し
我
を
棄
つ
れ
ば
、

当
に
自
頸
し
て
以
て
死
に
就
く
べ
し
」
と
。
娃
固
辞
し

て
従
は
ず
２
。

　

こ
の
よ
う
に
李
娃
は
男
の
科
挙
及
第
を
見
届
け
る
と
、
自

分
は
再
び
も
と
の
妓
楼
に
戻
っ
て
養
母
と
過
ご
す
と
い
い
、

男
に
は
家
柄
の
良
い
娘
と
結
婚
し
、
先
祖
を
祭
る
こ
と
を
勧

め
て
い
る
３
。
同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
『
太
平
広
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記
』
巻
四
八
七
、雑
伝
記
四
の
な
か
か
ら
蔣
防
作
「
霍
小
玉
伝
」

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉
謂
生
曰
、
以
君
才
地
名
声
、
人
多
景
慕
、
願
結
婚
媾
、

固
亦
衆
矣
。
況
堂
室
有
嚴
親
、
室
無
冢
婦
。
君
之
此

去
、
必
就
佳
姻
。
盟
約
之
言
、
徒
虚
語
耳
。
然
妾
有
短

願
、
欲
輒
指
陳
、
永
委
君
心
。
復
能
聴
否
。
生
驚
怪
曰
、

有
何
罪
過
、
忽
発
此
辭
。
試
説
所
言
。
必
当
敬
奉
。
玉

曰
、
妾
年
始
十
八
、
君
纔
二
十
有
二
、

君
壯
室
之
秋

猶
有
八
歳
。
一
生
歡
愛
、
願
畢
此
期
。
然
後
玅
選
高
門
、

以
諧
秦
晉
、
亦
未
爲
晩
。
妾
便
捨
棄
人
事
、
剪
髪
披
緇
、

夙
昔
之
願
、
於
此
足
矣
。
生
且

且
感
、
不
覺
涕
流
。

玉
生
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
君
の
才
地
名
声
を
以
て
、
人
多

く
景
慕
し
、
婚
媾
を
結
ば
ん
こ
と
を
願
ふ
は
、
固
よ
り

亦
た
衆
し
。
況
ん
や
堂
に
厳
親
有
り
、
室
に
冢
婦
無
し
。

君
の
此
を
去
る
、
必
ず
佳
姻
に
就
か
ん
。
盟
約
の
言
は
、

徒
だ
虚
語
な
る
の
み
。
然
し
て
妾
に
短
願
有
り
、
輒
ち

指
陳
し
、
永
く
君
の
心
に
委
せ
ん
と
欲
す
。
復
た
能
く

聴
く
や
否
や
」
と
。
生
驚
怪
し
て
曰
く
、「
何
の
罪
過
有

り
て
、
忽
ち
此
の
辭
を
発
す
る
や
。
試
み
に
言
は
ん
と

す
る
所
を
説
け
。
必
ず
当
に
敬
奉
す
べ
し
」
と
。
玉
曰

く
、「
妾
は
年
始
め
て
十
八
、
君
は
才
か
に
二
十
有
二
、

君
の
壯
室
の
秋
に

ぶ
に
猶
ほ
八
歳
有
り
。
一
生
の
歓

愛
、
願
は
く
は
此
の
期
に
畢
へ
ん
。
然
る
後
高
門
を
玅

選
し
、
以
て
秦
晋
を
諧
ふ
る
も
、
亦
た
未
だ
晩
し
と
為

さ
ず
。
妾
便
ち
人
事
を
捨
棄
し
、髪
を
剪
り
緇
を
披
れ
ば
、

夙
昔
の
願
、
此
に
於
て
足
ら
ん
」
と
。
生
は
且
つ

ぢ

且
つ
感
じ
、
覚
え
ず
涕
流
る
４
。

　

小
玉
も
ま
た
男
の
た
め
に
自
分
が
身
を
引
く
の
で
、
名
家

か
ら
妻
を
迎
え
る
よ
う
に
勧
め
る
。
だ
が
小
玉
の
本
心
は
別

に
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
亡
霊
と
な
っ
て
一
生
男
に
付
き

ま
と
う
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
に
挙
げ
た
李
娃
と
小

玉
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
彼
女
た
ち
が
妓
女
と
い
う
身
分

に
強
く
引
け
目
を
感
じ
て
、
良
家
出
身
の
女
性
と
の
縁
談
を

男
に
勧
め
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
妓
女
は
宋
代
伝
奇
、
秦
醇
作
「
譚
意
歌
」
に

も
登
場
す
る
５
。
こ
こ
で
は
子
ど
も
を
身
籠
っ
た
意
歌
と
い
う

名
の
妓
女
が
、
男
を
受
験
に
送
り
出
す
際
に
次
の
よ
う
に
述
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べ
る
。張

登
途
、
意
把
臂
囑
曰
「
子
本
名
家
、
我
乃
娼
類
、
以

賤
偶
貴
、
誠
非
佳
婚
。
況
室
無
主
祭
之
婦
、
堂
有
垂
白

之
親
、
今
之
分
袂
、
決
無
後
期
」。
張
曰
「
盟
誓
之
言
、

皎
如
日
月
。
苟
或
背
此
、
神
明
非
欺
」
６
。

張
途
に
登
ら
ん
と
し
て
、
意
臂
を
把
み
嘱
み
て
曰
く
「
子

本
よ
り
名
家
な
り
、
我
乃
ち
娼
類
な
り
、
賎
を
以
て
貴

に
偶
す
は
、
誠
に
佳
婚
に
非
ず
。
況
ん
や
室
に
主
祭
の

婦
無
く
、
堂
に
垂
白
の
親
有
ら
ば
、
今
之
れ
袂
を
分
ち
、

決
し
て
後
に
期
ふ
こ
と
無
か
れ
」
と
。
張
曰
く
「
盟
誓

の
言
、
皎
き
こ
と
日
月
の
如
し
。
苟
し
く
も
或
い
は
此

に
背
け
ど
も
、
神
明
に
欺
く
こ
と
非
ず
」
と
。

　

意
歌
も
ま
た
妓
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
別
れ
を
口
に

し
、
良
家
出
身
の
娘
を
妻
に
し
て
先
祖
を
祭
る
よ
う
に
と
男

に
持
ち
か
け
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
意
歌
の
言
葉
は
、
李

娃
や
小
玉
と
非
常
に
似
て
い
る
７
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
身

分
が
縁
談
の
障
害
に
な
る
と
男
性
に
訴
え
る
妓
女
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

三　

元
雑
劇
に
お
い
て

　

と
こ
ろ
が
、
元
雑
劇
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先

ほ
ど
取
り
上
げ
た
唐
代
伝
奇
「
李
娃
伝
」
を
、
元
雑
劇
に
改

作
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
石
君
宝
作
「
李
亜
仙
花
酒
曲
江
池
」

（
以
下
、「
曲
江
池
」
と
略
す
）
で
は
８
、
第
一
折
で
李
娃
が
男

に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

【
賺

】〔
末
云
〕
着
多
少
錢
與
你
母
親
。〔
旦
唱
〕

既
然
結

姻
縁
、
又
何
須
置
酒
張

。
怕
不
要
來
俺
娘
親
怎
過
遣
。

了
他
那
風
流
人
物
呵
、
怕
不
待
將
他
來
恕
免
、
又
恐

怕
將
人
輕
賤
。
我
則
索
你
個
正
腔
錢
、
省
了
你
那
買
閒

錢
９
。

【
賺

】〔
鄭
元
和
が
い
う
〕
多
め
に
お
母
さ
ん
に
差
し
上
げ
ま
し

ょ
う
。〔
李
亜
が
歌
う
〕
私
た
ち
は
も
う
結
婚
し
た
の
で
、

宴
会
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
金
が
要
ら

な
い
と
す
れ
ば
母
は
ど
う
や
っ
て
生
活
で
き
る
で
し
ょ

う
。
母
は
あ
の
人
の
風
流
な
さ
ま
を
見
れ
ば
、（
ま
た
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客
と
し
て
迎
え
）
赦
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
ま
た

彼
を
軽
ん
じ
素
寒
貧
に
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
ま
す
。
私
は
あ
な
た
の
身
請
け
の
金
は
要
り
ま
す
が
、

遊
ぶ
金
は
切
り
詰
め
ま
す
。

　

唐
代
伝
奇
の
李
娃
と
違
い
、「
曲
江
池
」
の
李
亜
は
書
生
を

裏
切
ら
な
い
。
二
人
の
仲
を
引
き
裂
く
元
凶
は
母
親
で
あ
り
、

李
亜
は
男
が
出
世
し
て
も
身
を
引
く
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
他
の
元
雑
劇
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
遊
郭
に
精

通
し
、
妓
女
と
仲
が
よ
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
作
家
、
関

漢
卿
に
は
、
妓
女
と
の
交
流
を
描
い
た
作
品
が
三
つ
伝
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
一
つ
、「
金
線
池
」
の
第
一
折
に
は
、【
端
正
好
】

「
想
那
10
知
今
曉
古
人
家
女
、
都
待
與
秀
才
毎
爲
夫
婦
」（
思

う
に
古
今
に
通
暁
し
て
い
る
女
は
、
み
な
秀
才
と
夫
婦
に
な

り
た
い
の
で
す
）
と
い
う
歌
詞
が
置
か
れ
、
冒
頭
か
ら
書
生

と
の
結
婚
を
強
く
望
む
妓
女
の
物
語
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
ま
た
「
謝
天
香
」
の
第
二
折
に
も
「【
二

】
幾
時
得
兒

女
成
雙
。
止
望
嫁
杭
州
柳
永
、
做
個
自
在
人
」（
い
つ
に
な
っ

た
ら
私
た
ち
は
一
緒
に
な
れ
る
の
か
し
ら
。
杭
州
の
柳
永
に

嫁
ぎ
、
気
ま
ま
な
人
に
な
り
た
い
）
と
い
う
発
言
が
あ
る
こ

と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
身
分
の
差
が
障
害
と
し
て
意
識
さ

れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
仲
間
の
妓
女
を
知
恵
と
色
仕
掛
け
に

よ
っ
て
窮
地
か
ら
救
い
出
す
「
救
風
塵
」
が
あ
る
。
こ
の
作

品
に
は
、
二
人
の
妓
女
が
登
場
す
る
。
一
人
は
貧
乏
な
書
生

を
捨
て
、
金
持
ち
と
結
婚
し
た
も
の
の
、
家
庭
内
暴
力
に
苦

し
み
、
離
婚
し
、
元
の
鞘
に
収
ま
る
宋
引
章
で
あ
る
。
も
う

一
人
は
、
彼
女
を
苦
し
み
か
ら
助
け
出
す
趙
盼
児
で
あ
り
、

こ
ち
ら
が
本
作
の
主
人
公
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
趙

盼
児
が
妓
女
で
あ
り
な
が
ら
、
妓
女
の
縁
談
に
否
定
的
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
第
一
折
で
、

彼
女
は
「【
那
咜
令
】
待
妝
一
個
老
寔
、
學
三
從
四
德
、
爭
柰

是
匪
妓
、
都
三
心
二
意
」（
堅
気
を
装
っ
て
、
三
従
四
徳
を
ま

ね
た
っ
て
、
残
念
な
が
ら
妓
女
と
い
う
の
は
、
み
な
浮
気
者

な
の
で
す
）
と
い
い
、
身
分
の
差
で
は
な
く
、
妓
女
の
性
質

に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
救
風
塵
」

は
、
縁
談
を
扱
っ
て
い
る
が
、
妓
女
の
愛
情
で
は
な
く
打
算

や
本
音
の
部
分
に
踏
み
込
ん
で
お
り
、
こ
こ
ま
で
に
挙
げ
た

作
品
と
は
一
線
を
画
す
。
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で
は
、
そ
れ
以
外
の
作
家
に
よ
る
作
品
に
つ
い
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、張
寿
卿
作
「
紅
梨
花
」
の
第
二
折
に
は
、

正
旦
謝
金
蓮
が
秀
才
趙
汝
州
を
想
っ
て
「【
梁
州
】
俺
俺
俺
辦

着
個
十
分
志
誠
、
敢
敢
敢
成
合
了
一
世
的
前
程
」（
私
は
十
分

な
真
心
を
備
え
て
、
お
そ
ら
く
は
結
婚
を
成
就
し
ま
し
ょ
う
）

と
い
う
歌
詞
が
あ
り
、
馬
致
遠
「
青
衫
泪
」
の
第
二
折
に
は
、

正
旦
裴
興
奴
が
江
州
司
馬
と
し
て
出
発
す
る
白
居
易
に
向
か

っ
て
「
妾
之
賤
躯
、
得
事
君
子
、
誓
托
終
身
」（
卑
し
い
私
で

あ
り
ま
す
が
、
立
派
な
方
に
お
仕
え
し
、
終
生
を
託
す
る
こ

と
を
お
誓
い
し
ま
し
た
）
と
い
う
せ
り
ふ
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
元
雑
劇
に
登
場
す
る
妓
女
は
、
唐
宋
伝
奇
に
登

場
す
る
妓
女
と
は
異
な
り
、
階
級
差
を
自
覚
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
理
由
に
身
を
引
こ
う
と
は
せ
ず
、
嫁

ぐ
意
思
を
周
囲
に
公
言
す
る
。
妓
女
に
よ
る
自
由
な
発
言
が

可
能
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
元
雑
劇
の
受
容
層
が
庶
民
層
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
う

し
た
妓
女
の
態
度
や
発
言
は
、
唐
代
伝
奇
の
妓
女
と
は
変
化

が
生
じ
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
唐
代
伝
奇
「
李
娃
伝
」
か

ら
続
く
「
士
人
と
の
愛
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る
妓
女
が
登
場

し
、
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、
最
後
に
出
世
し
た
男
と
結
ば
れ

る
話
」11
と
い
う
流
れ
そ
の
も
の
は
、
こ
こ
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

１
大
木
康
「
馮
夢
龍
と
妓
女
」（『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

四
八
輯
、
一
九
八
九
年
所
収
）
参
照
。

２「
李
娃
伝
」（
李
昉
撰
『
太
平
廣
記
』
巻
四
八
四
「
雑
伝
記
一
」、

新
興
書
局
、
一
九
六
九
年
）、
一
八
六
一
頁
の
記
述
。

３
岡
本
不
二
明
「
唐
代
傳
奇
「
李
娃
傳
」
の
讀
み
方
」（『
未
名
』

一
八
号
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
岡
本

不
二
明
氏
も
、
か
弱
い
女
の
身
で
わ
ざ
わ
ざ
一
月
余
り
も
か

か
っ
て
男
を
見
送
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、「
口
で
は
身
を

引
く
と
言
い
つ
つ
本
當
は
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
行
き
た
い
女

の
気
持
ち
を
そ
れ
と
な
く
代
辯
し
て
い
る
」
と
解
釈
し
て
い

る
。

４「
霍
小
玉
伝
」
は
注
二
、『
太
平
廣
記
』
巻
四
八
七
、雑
伝
記
四
、

一
八
七
〇
頁
の
記
述
。

５

岡
本
不
二
明
『
唐
宋
の
小
説
と
社
会
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
三
年
）第
二
部「
志
怪
小
説
と
宋
代
社
会
」第
六
章「
唐

宋
小
説
論
覚
え
書
―
―
ま
と
め
に
代
え
て
―
―
」、
三
四
八-
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三
六
八
頁
参
照
。

６
劉

撰
『
青
瑣
高
議
別
集
』
巻
二
「
譚
意
歌
」（『
青
瑣
高
議
』、

中
国
古
典
出
版
社
、
一
九
五
九
年
所
収
）
一
九
五
頁
の
記
述
。

７
魯
迅
は
『
中
国
小
説
史
略
』
の
な
か
で
「
譚
意
歌
」
に
つ
い

て
「
霍
小
玉
伝
」
を
模
倣
し
て
団
円
で
締
め
く
く
っ
た
も
の

と
指
摘
す
る
。
こ
の
点
は
注
五
に
挙
げ
た
岡
本
不
二
明
氏

（
三
六
六
頁
）
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
る
。

８
こ
の
作
品
は
明
代
に
『
綉
繻
記
』
に
改
編
さ
れ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
て
い
る
。
金
文
京「
小
説『
李
娃
伝
』の
劇
化
―
―『
曲

江
池
』
と
『
綉
繻
記
』」（『
中
国
文
学
報
』
三
二
、一
九
八
〇

年
所
収
）
に
詳
し
い
。

９
顧
曲
斎
本
「
曲
江
池
」
は
、
注
六
『
古
本
戯
曲
叢
刊
』
四
集

（
商
務
印
書
館
、
一
九
五
八
年
所
収
）
を
使
用
し
た
。「
曲
江

池
」
は
『
元
曲
選
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
所
収
）
に

収
録
さ
れ
る
。『
元
曲
選
』
に
あ
る
歌
詞
は
、「（
末
云
）
小

生
多
備
些
錢
、
送
與
媽
媽
、
必
然
容
允
。（
正
旦
唱
）

既

然
結
姻
縁
、
又
何
須
置
酒
張

。
雖
然
那
愛
鈔
的

婆
他
可

也
難
恕
免
、
爭
奈
我
心
堅
石
穿
、
准
備
着
從
良
棄
賤
。
我
則

索
你
個
正
腔
錢
、
省
了
你
那
買
閒
錢
」（（
鄭
元
和
が
い
う
）

私
が
多
め
に
お
金
を
用
意
し
て
、
お
母
さ
ん
に
差
し
上
げ
れ

ば
、
き
っ
と
許
し
て
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。（
李
娃
が
歌
う
）

私
た
ち
は
も
う
結
婚
し
た
の
で
、
宴
会
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
の
金
を
愛
す
る
や
り
手
婆
の
怒
り
か
ら
逃
れ
難

く
と
も
、
如
何
せ
ん
私
の
心
は
堅
く
石
を
も
穿
つ
ほ
ど
で
す

か
ら
、
落
籍
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
あ
な
た
の
身
請

け
の
金
は
要
り
ま
す
が
、
遊
ぶ
金
は
切
り
詰
め
ま
す
。）
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

10
『
元
曲
選
』
で
は
「
那
」
の
字
が
省
略
さ
れ
る
。

11
注
一
、
大
木
康
論
文
の
記
述
。


